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両親媒性ブロックコポリマーは性質の異なる高分子鎖を連結した構造をもつ高分子です。溶媒への溶解性が異なるた

め溶液中で自己組織化してナノ粒子を形成します。その際、溶媒に溶けない物質を内包させることができます。

難水溶性分子の水への可溶化

医療用色素などの難水溶性分子を水溶化させることができます。

両親媒性ブロックコポリマーにより難溶性分子を100 nm以下のナノ粒子として安定分散させます。

コロナ層は非イオン性で細胞毒性が低く、ドラッグデリバリーシステムなどへの応用が可能です。

イオン性物質の有機溶媒への可溶化

逆にイオン性物質を有機溶媒に可溶化する高分子逆ミセル用両親媒性ブロックコポリマーも開発しています。

通常有機溶媒に溶けないイオン性金属錯体などを1 μm以下のサブミクロン粒子として安定分散させます。
コロナ層は主にアクリル樹脂であるため、有機溶剤に可溶でエアブラシなどによる塗装が可能です。

難溶性分子を安定に内包した高分子ミセルの開発

お問い合わせ：山梨大学 社会連携・知財戦略室 055-220-8759 renkei-as@yamanashi.ac.jp

●研究の特徴・独自性

●産業界へのアピール

物質の溶解性は現在の化学知識においても理論的な予測が困難な問題です。有望な薬剤や望ましい機能を持った物質

を見出しても、医学への応用やウェットプロセスを利用する産業への応用などにおいて溶解性が妨げになることは少

なくありません。ブロックコポリマーをつかった高分子ミセルによる可溶化技術はこれらの課題に対する有効なアプ

ローチだと考えられます。

●応用・活用例

難水溶性薬剤の水溶化と医学応用

イオン性物質の有機溶媒への可溶化と産業応用
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両親媒性ブロックコポリマーによる
難溶性分子の可溶化

a

図１ 図２

高分子ミセル：M. Obata, E. Ishihara, S. Hirohara, Effect of tertiary 
amino groups in the hydrophobic segment of an amphiphilic block 
copolymer on zinc phthalocyanine encapsulation and photodynamic 
activity, RSC Adv., 2022, 12, 18144–18153.
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非水溶性の光線力学療法用色素である亜鉛フタロシアニ

ンを内包した高分子ミセルを取り込んだがん細胞の顕微

鏡写真（左：明視野、右：蛍光）

カチオン性金属錯体色素であるルテニウム錯体を内包し

た高分子逆ミセルのトルエン溶液の写真。左にいくほど

濃度が高い。エアブラシで塗装可能。


